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　荒川区は、木造密集市街地が多く、公園や道路などの都市基盤整備が遅れている。しかし、都
心に近接した立地と交通の利便性に恵まれており、近年、来街者や人口の増加も続いている。こ
のため、安全で快適な生活環境や魅力的な景観の整備・改善を図るものである。
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放置自転車対策の推進[08-04]
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　荒川区は、木造密集地域が多く、都市基盤整備の遅れにより、災害に弱い体質となっている。
公園・児童遊園面積の区民一人当たり面積は、現在2.34㎡であるが、いまだ23区平均の50%程度で
あり、緑被率の向上と併せて、目標とする区民一人当たり3㎡の確保に向けて積極的に取り組む必
要がある。
　また、都電沿線のバラの植栽については、荒川区の観光資源として定着しつつあり、美しい景
観の創出やうるおいと安らぎの場の提供として充実させることが重要である。
　さらに、区内には狭隘な道路や細街路が多く、道路に接していない家屋の割合も高く改善が必
要である。
　駅前の放置自転車については、減少傾向がみられるところであるが、歩行者の安全や緊急車輌
の円滑な通行の確保、街の美観の向上の観点からも取組の強化が求められる。
　

駐輪可能台数（台） 7,412 7,281

政策を構成する施策の分類

公園・児童遊園面積及び都電沿線バラの拡充。

　荒川区を災害に強く、景観的にも魅力があり、うるおいと安らぎが感じられる街にしていくこ
とが重要である。
　このため、基本構想に定める6つの都市像のうちのひとつ環境先進都市の実現に向け、良好で快
適な生活環境の形成を図るため、公園や道路の整備、放置自転車対策等に積極的に取り組む。
　また、みどりの基本計画や住宅マスタープランの策定に着手する。
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快適な住環境の形成[08-02]

快適な生活道路の整備[08-03]

駐輪場の確保と放置自転車の防止。

住宅マスタープランの策定。

道路の適正管理。
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[平成19年度]
　都区で策定した「区部における都市計画道路の整備方針」「都市計画公園・緑地の整備方針」
また、今後、区で策定する｢荒川区みどりの基本計画」に基づき計画的に道路、公園等の整備を進
めていく。
　また、自転車に関わる問題は、区民をはじめ警察など関係機関と連携し、交通ルール・マナー
の遵守を徹底する啓発活動を重点に進めていく。

[平成20年度以降]


